
平成 30年度 花塾 第 5回を開催しました  

「秋のリース型ハンギングバスケット講座」 

花塾（花き消費者研修）の第 5回目を、農大祭開催日と同日の 10月 27日（土曜日）に開催しました。 

  

今年度の一連の研修会も残すところあと 2回ということで、リース型のハンギングバスケットという、

これまでに作成したものと比べて難易度の高い作品が課題となりました。 

 

 講師であるNPO法人 Green Fieldsの吉川三枝子先生、瀬戸淳子先生による植え方の説明と実演にか

ける時間が特に長い内容となりました。ドーナツ形の枠に植えていく前に、あらかじめ苗の土を落とし

てから他の花材同士を固く組み合わせ、1 個の苗として植えこんでいくというハイレベルさ！これまで

と異なり、だんだん寒さが進んでいく秋から冬は植物の生育が遅いので、植え込みの段階で完成体とな

るようにやや詰め込み気味に植えるとの説明に、「なるほど」とうなずく受講生の皆さんでした。 

 

 説明の後は、各自で植え込みを進めていきます。花材は花きセンターで栽培されたビオラやハボタン

など。講習会の回数を重ねるごとに、受講生の皆さんも顔見知りになってきているので、お互いに教え

合うという場面も見られました。 

 

 10月ということで、花材のハボタンはまだ緑に近い状態でしたが、気温の低下とともに、独特の鮮や

かさが出てくることでしょう。花塾も、今年度は残すところあと一回。受講生の皆さんそれぞれが、確

実にレベルアップしていることを実感しているようでした。 

 

 

（画像 1）「今回はコレを作りますよ～」「え？難しそう…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（画像 2）先生の手元を見る目つきは真剣そのもの。  

 

 

（画像 3）説明を思い出しながら作業を進めていきます。 

 

 

（画像 4）完成品。耐寒性に優れているので、0℃に下がるまで屋外に飾れるそうです。 

 


